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四つのテスト
言行はこれに照らしてから

１．真実かどうか

２．みんなに公平か

３．好意と友情を深めるか

４．みんなのためになるか

　　どうか

ロータリー :
変化をもたらす

No.2919 2018 年 3 月 19 日

★ 点　　鐘

磯﨑久喜雄会長　

　ロータリーソング「奉仕の理想」

司会　卯野福弥ＳＡＡ　

★ 会 長 挨 拶

磯﨑久喜雄会長　

★ 幹 事 報 告

黒澤利勝幹事　

★ 出 席 報 告

栩木直行委員長　

会　員　数　　２８名　

出　席　者　　１５名　

欠　席　者　　１３名　

出席免除者　　　１名　

メークアップ　　　１名　

出　席　率　　59.2％　

★ 委 員 会 報 告

　クラブ管理運営委員会

川﨑通夫委員長　

　３月11日（日）地区の補助金セミナーに出席

いたしました。2820地区は全55クラブ中54クラ

ブが申請をしておりますが、報告書を提出した

クラブは16クラブにとどまります（2018年３月現

在）。ちなみに当クラブは2017年12月に提出済み

であることをご報告いたします。

★ 卓　　話

　活動の原点

鹿志村吉信会員　

湊公園入口辺（画：清水喜輝氏）



　今日の卓話にあたり、何をテーマにして話を

しようか迷いましたが私がロータリー活動を始

とした社会奉仕活動や街づくり活動の原点と

なった青年会議所や商工会議所青年部時代に

取り組んだ活動の中で一番印象に残っている事

業について、お話したいと思います。

　私が、那珂湊青年会議所の理事長を務めた

のは青年会議所の定年40歳の一年前の39歳の時

でした。

　その年の重点事業の一つがスライド映画「新

しき神々の出帆」でした。

　この事業は、直前理事長であった梅原昭さん

はじめ、当時の青年会議所会員で取り組んだ事

業でした。このスライド映画は那珂湊市民会議

発足に繋がりそして、マイシティなかみなと、

夤賓閣復元研究会へと続いていきました。

　その当時私はまだ那珂湊ロータリークラブへ

は入会していませんでしたが卓話の時間にスラ

イド発表と説明をさせていただきました。

　残念ですが今はスライドがどこにあるのか分

からなくなってしまいました。

　先日、この時の企画書が出てきましたので、

制作の目的についてそしてスライド報告に用い

たパンフレット等、お話致します。

企 画 書

那珂湊歴史創造計画

新しき神々の出帆

企画　那珂湊青年会議所

制作　社会計画研究所

【制作意図】

　1983年もその幕をあけ、時代は大きく変わろ

うとしております。

　そして那珂湊も今歴史の節目を迎えようとし

ております。だが、どんなに時代が変わろうとも、

私達の原点は全地球上において、全日本列島に

おいて、この那珂湊という大地であります。

　にもかかわらず、いま　那珂湊とは何か　と

改めて問いかけられたとき、吾々は一体何と答

えたらよいのであろうか。

　たとえば、那珂湊の「ナカ」という発音は決

して中という簡単な意味ではなく、アイヌ語の

系統をひく神聖な名前であるかもしれません。

そして、那珂川が育んだ那珂大地は日本列島に

おいてどんな意味と役割をもつのか、それがわ

からないかぎり、那珂湊の将来のまちづくりは

できないはずである。

　那珂湊のまちを良く知らなければ、那珂湊を

愛する気もおこらないし新しい街を創る行動も

生まれません。

　何とかしなければならない。このままでは那

珂湊はまた歴史の節目において、間違った選択

をするかもしれない。そういう気持ちが本プロ

ジェクトを成立させた出発点である。

【スライド制作の意図】

１．今、北の町、南の村からひとつのまちづく

りの波が起こりつつあり、次第に日本国中に

広がろうとしています。それは、自分たちの

手で、自分たちのまちを見つめなおし、未

来のあるべき姿を発見していこうとする活動

です。

２．どこのまちでもそのまちが長い間かけて育

て上げてきた独自の歴史と風土があります。

われわれのまちはどこからきてどこへ行こう

としているのか。それをもう一度見つめなお

すことによって、未来の展望を開いていく

ことが、この活動の基本テーマであります。

３．そして、新しいまちづくりには新しい武器

が必要であります。吾々は、それをスライ

ドという映像手段に訴え、誰にも興味を持

てる分かり易い形で、人々のまちづくりへ

の参加意識をかきたてようとしているわけで

す

４．映像を媒体として、みんなでまちづくりを

考えていく、それは、苦しいけれども楽し

い作業であります。費用も時間もかかります

が結果としては、それは補って余りあるもの

となるでしょう。それは、一方において、人々

を堅苦しいまちづくりから解放し、面白い

まちづくりへと向かわせていくことになりま

す。

５．すでに、この活動はＪＣを母体として全国

的に展開されており、大きな効果を上げつ

つあります。いずれにせよ、新しい時代は

我々の手によって拓かれねばならず、一刻



ない。そして、それら歴史の節目に於いて、

那珂湊の人々はどんな選択を行ってきたの

か、どんな意思決定を下してきたのか、そ

のメカニズムを冷静に追求しなければなら

ない。それは決して歴史上のことだけの問

題ではないのである。いま、那珂湊が21世

紀の扉をおしひらき、栄光をふたたび取り

戻すことが出来るかどうかの重要な鍵をに

ぎる問題なのである。

③ 吾々はそれを次の諸問題から追及してみた

い。

　母なる那珂川とは何か、那珂川と久慈川

にはさまれた那珂大地とは何か、それをも

う一度、風土、経済、政治、文化などの

点からほりおこしてみる。なぜならば、那

珂大地共同体の建設なくして那珂湊の未来

もまたありえないからである。

【父なる那珂湊とは何か】

ａ．中世からひらけ始めた那珂湊の常陸並びに

日本列島において果した役割を明らかにす

る。

ｂ．水戸藩の商港として賑わいを極めた那珂湊、

それはどんな方法で、どんな形でそのネッ

トワークを全国に張っていったのか。

ｃ．海上交通から陸上交通に転換したとき、ど

んな意思決定がなされたのか。（鉄道を拒否

する港湾業者）

ｄ．商港の衰退に代わって登場した漁港として

の衣替えによって那珂湊は息を吹き返した

が、その時誰がどんな風に意思決定を行っ

てきたのか。

ｅ．沿岸200カイリ問題などによる漁業の頭うち、

それに代わりタコなどの水産加工業の台頭

はどういう選択をもたらしたのか、そして

勝田の工業化に対応する湊の起死回生策は

何か。

ｆ．そして、今、那珂湊、勝田、東海にわたる、

水戸射爆場の跡地利用こそが、再生の鍵と

なっている。したがって、それに対して那珂

湊はどういう意思決定を下すかが今後の最

も重要なテーマとなる。

　以上、歴史の節目を、横軸に政治・経済・交通

（都市計画）文化・教育を置き、縦軸に古代・中世・

近世・現代をおきながら総点検していく、それ

らの中から学びとったものを未来のまちづくり

の中にどう生かしていくかがテーマとなる。

の猶予も許されない時であると考えておりま

す。

６．ここにおいて（社）那珂湊青年会議所は

1983年度の事業として「新しい神々の出帆

（仮題）」の制作に取り組むことを決定し、こ

こに関係各位の絶大な協力をお願いする次

第であります。

【制作内容】

　制作内容は、大きく分類すると次の三つの分

野に分けて考えていく必要がある。

① 問題発見段階（那珂湊の歴史を振り返り、

また現在の那珂湊の抱える問題は何かを発

見していくことである）

② 問題分析段階（那珂湊の現在抱えている問題

を分析し、その解決の方向を見出す）

③ 問題解決段階（那珂湊のまちづくりの統合目

標は何か、その具体的な方向とスケジュー

ルとは何か）

　那珂湊の場合は、まず、第一、第二段階に

焦点をあわせ、第三段階の問題解決段階は今後

のテーマとして残されるかもしれません、しか

し、那珂湊のまちづくりの統合目標とは何か、

そして、その統合目標にむかってどのようなま

ちづくりのスケジュールを立てていくべきか掴

める予定でおります。第三段階はその結果の上

に立って、全市民が一丸となって取り組むべき

テーマであり、今回はその点火段階として考え

ていくべきであろう。

【シナリオ構成の方向】

① 那珂湊はかって日本でも有数の栄光の港で

あった。那珂湊から送りだされる物産交易

のネットワークは東北、北海道のみならず、

日本海沿岸にもびっしりと張りめぐらされて

いた。

　そして水戸藩の財政は大きく那珂湊に依

存しており、それを与えた湊商人の力も絶

大なるものがあったことは改めて述べるまで

のこともない。

　しかし、今日の那珂湊の姿をながめると

き、往時の繁栄の面影は失われ、そのエネ

ルギーは失われてしまったかのようにみえる

のである。

② それならば、那珂湊の歴史の中に於いて、

何が那珂湊を繁栄させてきた原因であるか、

何が那珂湊を衰退させてきた原因であるの

かをまず的確にえぐりだしてみなければなら



いずれにせよ、那珂湊の未来はもはや那珂湊だ

けできり拓いていくことは出来なくなっている。

したがって、那珂大地全体が特に那珂湊、勝田、

東海の三つが連帯して新しい射爆場跡地の利用

方法について挑戦を開始しなければならない。

　その取り組み方、取り組みの哲学、そして那

珂湊の未来について徹底的に据り下げようとす

るのが、本プロジェクトのテーマである。

【制作体制】

① スライド制作の体制は第一部「神々の出帆」

を那珂湊青年会議所が担当し、第二部は勝

田青年会議所が中心になって進める。

② 制作期間は、昭和58年2月より5月までの4か

月間とする。

③ 第一部100コマ20分、第二部100コマ20分の

予定である。

④ 完成作品は市民集会、各種団体、学校など

で幅広く使っていく。

「出席はロータリアンの３大義務の1つです」


